
地域づくり推進交付金活用事業 

波田地区  令和７年度 交付金額：８００，０００円 

取組み１  地域福祉・健康づくり推進事業 

主催：絆づくり推進会議（地域ケア会議） 

共催：波田まちづくり協議会       

⑴ 目的 

   地域包括ケアシステムの取組推進のため課題の洗い出しをし、町会活動

への支援や講演会を開催することによって、課題解決につなげていく 

⑵ 取組内容 

  ア 第１回 地域づくり講演会（令和７年９月２７日開催） 

   【講演会】テーマ「人生１００年時代の健康心理学 

            －老いをちょっぴり楽しむための、心の健康の秘訣－」    

講 師 松本大学准教授 人間健康学部スポーツ健康学科長 

      齊藤 茂 氏 

  イ 第２回 地域づくり講演会（令和８年２月２２日開催） 

   【モデル町会推進事業事例発表】１２区、１３区・１４区、１９区 

   【基調講演】テーマ 「多様性を考える -自分で切り拓く力-」 

講 師  パラアルペンスキー元日本代表 三澤 拓 氏 

  

 

 

 

 

 

 

 

ウ 地域資源冊子「波田くらしのささえあい情報」改訂版の作成、配布 

  内容を検証し、生活に役立つ新たな情報を追加 

 した改訂版を作成。全戸配布を行いました。 

 

 

 

 

⑶ 今後の展開 

   地域包括ケアシステムの周知を継続し、関係機関等と連携、交流を図

る。モデル町会の事業継続を支援し、また身近な地域で課題の把握と解

決が図られるよう、ボランティア等人材の育成、支援を図る 



取組み２  波田地区地域連携事業 
主催：各実行委員会組織等  

共催：波田まちづくり協議会 

⑴ 目的 

   波田地区内の各種実行委員会等、住民組織活動への協力を通して、地

域住民の声を聴きながら地域活性化を図る 

 

⑵ 取組内容 

  ア 万葉植物園草刈りボランティア（６月２８日、８月２３日実施） 

  イ 上海渡カタクリ群生地草刈りボランティア作業（１１月１日実施） 

  ウ 特定外来生物「オオハンゴンソウ」の駆除（６月７日実施） 

協議会会員がボランティアで草刈り作業を行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 緑化推進への協力（５月～１１月実施） 

   ・ 波田花のある会の活動に協力し、三溝フラワーゾーンの区画維持

管理及び実施主体への補助を行った 

  ウ 小学生プランター設置活動への協力（６月～１１月実施） 

   ・波田小学校と連携し、文化祭に合わせて地域づくりセンターへプラ 

ンターを設置 

オ 地域文化伝承・保護活動への協力 

   ・波田地区の文化を継承するため若澤寺史跡の現地見学会を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 今後の展開 

   地区内の各種団体の活動と連携、協力し、多様な切り口で住民参加を

促し活動を活発化することにより、人材育成を図るとともに各種団体

の主体性を醸成する 



取組み３  防犯・防災の地域づくり事業 
主催：波田まちづくり協議会、波田中学校 

              共催：波田まちづくり協議会 

 

⑴ 目的 

   安全で安心な地域づくりのため、顔の見える防犯・防災活動の発展的

な取組みを進める 

 

⑵ 取組内容 

  まちづくり協議会会員を対象に防災研修会を開催（８月２日実施） 

   避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の実施 

   講師 松本市危機管理課職員 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 イ あいさつ運動への協力（４月～１２月の隔月２日間） 

   波田中学校生徒会が主体となり、朝の通学・通勤時間帯に小学生等

にあいさつを行う「あいさつ運動」に協議会も参加し協力した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 今後の展開 

  住民の皆さんや各種団体と連携し、地域課題に対し協働して解決し 

ながら、「生き生きと輝くまち」の実現を目指す 

 



取組み４  まちづくり協議会情報発信事業 
実施主体：波田まちづくり協議会 

⑴ 目的 

   まちづくり協議会の活動紹介、地域イベント等を周知するツールと

して活用し、住民のまちづくりに対する関心を高める 

 

⑵ 取組内容 

 ア まちづくり協議会ホームページの運営 

   掲載情報の修正及び更新、内容の見直しを行いました 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

                  はたみみ.net 

 

 イ まちづくり通信の発行 

   月１回（計１２回）まちづくり通信を発行、全戸配布しました 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 今後の展開 

  ホームページ、まちづくり通信を活用し、引き続き身近な地域の情報

発信を積極的に行っていく 


